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歴史民俗資料館だより

　

こ
の
地
に
は
初
め
、
法
明
山
毘び

し
ゃ
も
ん
て
ん

沙
門
天

院
久
福
寺
が
あ
っ
た
。
寺
伝
に
よ
る
と
延

暦
年
間
（
７
８
２
～
８
０
６
）
に
桓
武
天

皇
の
勅
願
に
よ
り
創
立
さ
れ
、
常
陸
に
お

け
る
真
言
宗
教
団
の
一
拠
点
と
な
っ
た
。

承
安
３
年
（
１
１
７
３
）
に
平
重
盛
の
内

命
に
よ
り
、
上
総
介
七
郎
兵
衛
景
清
が
奉

行
と
な
っ
て
再
興
し
、常
陸
大だ

い
じ
ょ
う掾
氏
代
々

の
帰
依
を
う
け
た
。

　

一
乗
院
は
応
永
３
年
（
１
３
９
６
）、

石
塚
佐
久
山
薬
師
寺
の
住
職
宥
尊
の
弟
子

宥
祖
が
石
沢
村
（
常
陸
大
宮
市
）
に
開
い

た
。そ
の
後
天
文
19
年（
１
５
５
０
）ご
ろ
、

住
職
と
な
っ
て
い
た
佐
竹
氏
の
一
族
小
田

野
義
正
の
子
、
海
義
が
太
田
の
山
吹
に
移

し
、
佐
竹
本
宗
の
祈き

と
う祷

寺
院
の
地
位
を
固

め
た
。
海
義
の
後
は
佐
竹
義
盛
の
子
、
弘

喜
が
住
職
と
な
り
、
一
乗
院
と
佐
竹
氏
と

の
関
係
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
佐
竹
氏
が

水
戸
に
進
出
す
る
と
、
江
戸
氏
の
外
護
す

る
吉
田
の
天
台
宗
薬
王
院
の
住
職
尊
仁
は

石
塚
村
佐
久
山
に
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
跡

に
一
乗
院
が
太
田
か
ら
移
さ
れ
佐
竹
氏
・

江
戸
氏
の
祈
願
所
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
寛
永
年
中
（
１
６
２
４
～

１
６
４
４
）、
内
密
に
天
台
宗
天
海
僧
正

の
計
り
に
よ
り
薬
王
院
は
元
の
寺
跡
に

返
る
こ
と
に
な
り
、
一
乗
院
は
吉
田
明

神
向
に
居
住
し
た
。
そ
し
て
元
禄
13
年

（
１
７
０
０
）
に
水
戸
藩
主
光
圀
に

よ
っ
て
飯
田
村
の
久
福
寺
の
寺
地
に
移
さ

れ
、
久
福
寺
は
廃
さ
れ
た
※
。

　

一
乗
院
の
本
尊
は
不
動
明
王
、
什

じ
ゅ
う
ほ
う宝
に

千
手
観
音
（
厨
子
入
、
平
景
清
の
守
り
本

尊
）
や
十
王
堂
（
本
尊
地
蔵
菩ぼ

さ
つ薩

、
木
造

10
体
）、
薬
師
堂
（
本
尊
、
行
基
作
菩ぼ

さ
つ薩

。

天
正
８
年
（
１
５
８
０
）
中
興
建
立
）、

大
般
若
本
尊
十
六
善
神
軸
物
・
写
経
大
般

若
経
典
６
０
０
巻
（
台
町
一
乗
院
の
と
き

に
山
野
辺
源
太
郎
義
昭
の
寄
進
）も
あ
る
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
の
延
暦
年

間
に
諸
国
に
堂
宇
を
建
立
さ
せ
た
が
、
多

聞
堂
は
そ
の
１
つ
で
あ
る
。
承
安
３
年

（
１
１
７
３
）、
平
清
盛
は
諸
国
に
役
人
を

派
遣
し
て
由
緒
あ
る
堂
塔
を
修
理
さ
せ
た

が
、
こ
の
多
聞
堂
の
再
興
の
た
め
に
上
総

介
七
兵
衛
平
景
清
を
遣
わ
し
た
。
そ
の
と

き
、清
盛
の
長
子
、重
盛
の
念
持
仏
で
あ
っ

た
千
手
観
音
と
上
総
真
崎
か
ら
多
聞
天
１

体
を
持
参
し
、
秘
仏
と
し
て
納
め
た
も
の

で
あ
る
。

※�

天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
に
『
久
福
寺

修
繕
金
覚
』
が
あ
る
の
で
、
脇
坊
と
し

て
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

●
久
福
寺
と
一
乗
院

「
飯
田
村
検
地
絵
図
」
を
楽
し
む
（
後
編
）

『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』（
嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）、大
和
田
勝
則
家
所
蔵
）

を
基
本
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
飯
田
村
の
様
子
を
前
編
（
広
報
な
か
６
月
号
掲
載
）

に
引
き
続
き
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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▲『天保経界飯田村田畠図面』より字「中根前」
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た
こ
と
か
ら
熊
野
掛
札
の
姓
を
起
こ
し
た

と
い
う
。
飯
田
村
の
熊
野
権
現
は
、
こ
の

幹
久
が
勧
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

掛
札
幹
久
の
弟
忠
久
は
出
家
し
て
「
光

久
入
道
」
と
号
し
、多
門
堂
（
毘
沙
門
堂
）

の
別
当
と
な
り
１
つ
の
寺
を
建
立
し
た
。

こ
れ
が
、
後
の
法
満
山
千
手
寺
一
乗
院
の

遠
祖
と
な
る
。

　

こ
の
掛
札
氏
は
江
戸
氏
の
勢
力
下
に

あ
っ
た
が
、
義
尚
（
高
房
）
の
代
の
天
正

５
年
（
１
５
７
７
）
あ
る
い
は
天
正
17
年

に
額
田
昭
通
（
水
戸
藩
に
仕
え
て
か
ら
は

照
通
）
の
攻
撃
を
受
け
て
滅
亡
し
た
。
館

跡
に
は
土
塁
と
堀
の
一
部
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
隅
に
家
臣
と
思
わ
れ
る
横
山

家
の
墓
所
が
あ
る
。『
水
府
志
料
』
に
は

「
む
か
し
江
戸
氏
の
臣
掛
札
駿
河
と
云い
ふ

も

の
居
住
す
、
後
大
和
田
伊
賀
守
貞
宗
と
い

ふ
者
住
す
、
額
田
氏
の
た
め
に
亡ほ
ろ

ぶ
と
い

ふ
。」
と
あ
る
。

　

多
聞
堂
の
前
に
桜
の
老
木
が
見
え
る
。

「
景
清
が
多
聞
堂
修
理
の
と
き
に
指
揮
し

た
桜
の
枝
を
地
に
挿
し
た
が
、
そ
れ
が
芽

を
出
し
生
長
し
て
繁
茂
し
た
の
で
あ
る
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
景
清
桜
】

　

一
乗
院
の
大
森
家
墓
地
に
、
大
森
利
平

の
長
子
与
衛
門
と
次
男
三
吉
（
後
幸
介
）

兄
弟
の
供
養
碑
が
あ
る
。
兄
弟
は
、
弘
化

２
年（
１
８
４
５
）５
月
に
討
た
れ
た
親
の

仇か
た
き

林
田
政
兵
衛
を
追
っ
て
宍
倉（
か
す
み

が
う
ら
市
）で
討
ち
果
た
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
咎と
が

に
よ
り
嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）

12
月
ま
で
水
戸
赤
沼
の
獄
に
入
牢
し
、
そ

の
後
袋
田
村
へ
追
放
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
後
許
さ
れ
、
安
政
２
年（
１
８
５
５
）

６
月
28
日
付
け
で
帰
村
、「
孝
心
い
よ
い

よ
一
体
、
精
神
抜
群
」と
し
て
代
々
苗
字

帯
刀
、
麻
裃
か
み
し
も

着
用
が
許
さ
れ
た
。
幕
末

に
は
天
狗
派
と
し
て
奮
闘
し
た
。

　

飯
田
村
庄
屋
を
務
め
た
大
和
田
家
の
文

【
孝
子
大
森
幸
介
翁お
う

顕
彰
碑
】

▲掛札館の堀跡

　

一
乗
院
の
境
内
に
あ
る
多
門
堂
の
南
西

辰
巳
に
鎮
座
す
る
の
が
見
え
る
。
天
明

元
年
（
１
７
８
１
）
修
復
の
際
に
銅
ぶ

き
屋
根
と
し
た
。
神
体
は
将
軍
地
蔵
と

あ
る
。
防
か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と

火
神
を
祀ま

つ

る
神
社
で
、
正
徳

５
年
（
１
７
１
５
）
の
創
立
。
明
治
維

新
後
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、
明
治
41
年

（
１
９
０
８
）
９
月
16
日
に
筑
波
神
社
の

境
内
に
遷
座
し
神
社
と
合
併
し
た
。
字
中

根
に
あ
る
古
墳
は
、
円
墳
で
直
径
17
ｍ
高

さ
２
・
５
ｍ
で
あ
る
が
、
周
辺
は
か
な
り

削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
実
際
は
も
っ
と
大

き
い
規
模
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在

【
愛
宕
神
社
】

書
に
は
水
戸
藩
の
風
儀
改
革
に
よ
り
、
天

保
４
年（
１
８
３
３
）
か
ら
安
政
２
年
ま

で
に「
孝
行
、
貞
節
、
農
業
出
精
」
な
ど

で
表
彰
さ
れ
た
者
を
ま
と
め
た
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）４
月
の
『
農
業
出
精
孝
行
貞

節
書
上
』が
残
っ
て
い
る
。
病
身
の
夫
の
看

護
に
８
年
間
、
夫
の
他
界
後
も
丹
精
を
続

け
次
男
を
分
家
さ
せ
る
な
ど
貞
節
出
精
を

尽
く
し
た「
母
つ
る
女
」（
45
歳
）な
ど
対
象

者
が
19
人
も
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

▶
大
森
幸
介
翁お

う

顕
彰
碑

　

筑
波
神
社
の
東
南
に
広
が
る
字「
楯
ノ

前
」「
観
音
堂
」を
含
む
水
系
が
あ
る
。
楯

ノ
前
は
上
田
が
多
く
、
恵
ま
れ
た
土
質
の

田
圃
が
多
い
。
一
乗
院
に
隣
接
す
る
こ
の

「
楯
ノ
前
」の
楯
は「
館
」を
示
す
も
の
で
あ

り「
掛
札
館
」に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
。『
一

乗
院
旧
記
』に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

飯
田
の
地
に
大
だ
い
じ
ょ
う掾
氏
が
小
城
を
築
い

た
。
こ
の
小
城
に
、
常
陸
大
掾
の
平
国
香

（
大
掾
氏
の
姓
を
名
乗
る
）
よ
り
５
代
後

の
大
掾
繁
幹
の
三
男
豊
田
政
幹
の
嫡
子

（
長
男
）
豊
田
太
郎
幹
久
が
、
大
掾
氏
の

分
流
で
あ
る
多
気
太
郎
義
幹
の
取
り
立
て

に
よ
り
姓
を
「
掛
札
」
と
改
め
、
掛
札
上

総
介
幹
久
と
号
し
居
住
し
た
。
多
気
太
郎

義
幹
は
熊
野
の
申
し
子
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

熊
野
信
仰
に
篤
く
、
幹
久
は
義
幹
か
ら
熊

野
権
現
の
神
札
を
受
け
こ
れ
を
城
に
掛
け

●「
楯
ノ
前
」（
掛
札
館
）

の
と
こ
ろ
は
独
立

墳
で
あ
っ
た
と
見

な
し
て
い
る
。
神

社
の
位
置
は
こ
の

古
墳
、
あ
る
い
は

古
墳
の
上
に
祀ま
つ

ら

れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

中根古墳

▲景清桜

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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歴史民俗資料館だより

　

水
系
の
間
に
は
字
中
島
、
中
根
、
稲

荷
宮
、
千
貫
、
向
居
な
ど
畑
地
が
続
く
。

飯
田
村
の
記
録
に
は
鰯

い
わ
し

粕か
す

が
金
１
両
に

２
俵
３
文
の
値
段
で
40
俵
貸
し
出
さ
れ

て
い
た
記
録
も
あ
る
。
か
な
り
金
肥
も

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
水
戸
藩

内
の
各
村
か
ら
書
き
上
げ
さ
せ
て
ま
と

め
た
『
水
府
志
料
』
の
「
飯
田
村
」
の

条
に
は
「
こ
の
村
に
産
す
る
茄な

す子
、
府

下
（
水
戸
城
下
）
に
爨か

し

ぐ
、
近
里
多
く

こ
れ
を
出
せ
ど
も
こ
の
地
最
佳
品
な
り
」

と
あ
り
、
優
れ
た
作
物
で
あ
っ
た
。
万

延
元
年
（
１
８
６
０
）
12
月
に
は
、
飯

田
村
で
水
戸
藩
の
砲
術
訓
練
所
で
あ
っ

た
神
勢
館
に
、
茄
子
を
６
束
積
ん
だ
馬

４
匹
（
４
駄
）
分
を
納
め
た
と
の
庄
屋

宛
領
収
記
録
「
覚

お
ぼ
え
」
が
、
大
和
田
家
文

書
の
中
に
あ
る
。
飯
田
村
の
茄
子
は
藩

の
御
用
品
で
も
あ
っ
た
。

●
名
品「
茄
子
（
な
す
）」

●
曲
松

　

一
乗
院
か
ら
西
南
へ

参
道
的
に
延
び
る
道
の

先
に
字
「
曲
松
」が
見

え
る
。
こ
れ
は
、
源
義

家
の
軍
勢
が
後
三
年
の

▲『�天保経界飯田村田畠図面』より
字「曲松」

※�『�わが郷土』より
枯死前の曲松

▲茄子受け取りの「覚」

●�

新
田
開
発
と
新
田
村

　

小
田
倉
家
文
書
『
諸
事
書
留
』
の

「
青
山
氏
書
附
」
に
よ
る
と
、
江
戸

初
期
の
承
応
元
年
（
１
６
５
２
）
か

ら
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）
に
か
け

て
、
庄
屋
青
山
六
衛
門
貞
栄
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
「
六
十
原
」

（
上
新
田
・
中
新
田
付
近
）
新
田
開

発
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
前
後
の
時
期

に
も
新
田
開
発
は
な
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
新
田
に

入
植
し
た
農
家
は
１
０
０
軒
余
り
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
新
田
の
中
央
部
を
走
る
街
道

は
直
線
的
で
あ
る
の
で
、
新
田
開
発

に
伴
い
新
た
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
屋
敷
は
短
冊

形
に
地
割
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
南

下
し
て
下
新
田
地
区
に
入
っ
て
街
道

は
大
き
く
東
へ
折
れ
た
後
に
、
再
び

南
の
水
戸
城
下
に
向
け
て
直
線
的
に

街
道
が
延
び
る
。
ま
さ
に
新
た
に
造

成
さ
れ
た
新
田
開
発
に
よ
る
街
村
で

あ
る
。
飯
田
村
１
２
４
軒
の
う
ち
、

こ
の
地
域
は
59
軒
と
全
村
軒
数
の
約

半
数
を
占
め
る
。
飯
田
新
田
の
東
西

の
端
に
は
細
長
く
林
が
残
る
。

　

上
新
田
西
に
は
長
谷
川
友
才（
友

哉
）
の
家
が
見
え
る
。
友
才
は
天
保

６
年
（
１
８
３
５
）
に
飯
富
村
（
水

戸
市
）
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
、
地

域
住
民
の
診
療
に
当
た
っ
た
。
そ
の

子
は
有
節
と
い
い
、
同
じ
く
医
業
に

従
事
し
た
。
有
節
の
墓
は
中
新
田
墓

地
の
小
林
家
墓
所
内
に
あ
る
。ま
た
、

下
新
田
西
に
住
ん
だ
三
極
院
は
、
修

験
・
神
官
と
し
て
永
く
農
民
の
教
化

に
当
た
っ
て
い
た
。

▶
『
飯
田
村
組
分
け
図
』
部
分

役
と
な
る
東
北
遠
征
に
向
か
う
途
中
に
休
憩
を
取
っ

た
際
の
お
手
植
松
と
い
わ
れ
る
（
昭
和
40
年
代
に
枯

死
）。
義
家
伝
説
は
、
市
内
の
全
域
に
わ
た
っ
て
数

多
く
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
曲
松
か
ら
義
家
の
進
軍
ル
ー
ト
を
考
え
て
み

る
に
、
那
珂
川
西
岸
の
十
万
原
（
水
戸
市
・
城
里
町
）

集
結
を
不
動
の
も
の
と
す
る
と
、「
戸
板
の
渡
し
」

で
渡
河
し
た
後
に
飯
田
台
地
へ
上
っ
た
か
、
ま
た
は

那
珂
川
東
岸
の
上
河
内
鎮
守
素
鵞
神
社
境
内
に
、
義

家
が
休
憩
し
た
折
り
に
兜
か
ぶ
と

を
か
け
た
と
さ
れ
る
「
兜

懸
松
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
つ
の
ル
ー
ト
で
渡
河

し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伝
説
を
考
証

す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

曲 松

※

4



歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
２
９
７
・
０
０
８
０

問
い
合
わ
せ

●
小
字
名

　
「
字
切
順
番
附
目
録
」
か
ら
飯
田
村
の
小
字

を
挙
げ
て
お
こ
う
。
現
在
と
比
較
す
る
こ
と
も

一
興
で
す
。

　

打
出
、
東
、
宿
谷
津
、
戸
先
、
新
地
前
、
瀬

戸
洞
、
西
、
宮
前
、
中
嶌
、
浜
射
場
、
引
立
、

楯
ノ
前
、
勧
恩
（
観
音
）
堂
、
田
北
、
下
田
北
、

寄
居
、
稲と

う
か
み
や

荷
宮
、
寄
居
南
、
中
根
前
、
中
根
、

久
保
内
、
洞
下
、
上
加
良
田
、
中
加
良
田
、
下

加
良
田
、
上
沖
田
、
沖
田
西
、
中
沖
田
、
下
沖

田
、
弥
惣
橋
、
捍
鋪
（
押
敷
）、
向
居
、
嶌
ノ
内
、

高
野
宮
、
向
居
西
、
曲
り
松
、
千
貫
、
上
飯
田
、

上
新
田
西
、上
新
田
東
、中
新
田
西
、中
新
田
東
、

下
新
田
西
、
下
新
田
東
、
中
新
田
西
後
、
新
田

西
後
、
中
谷
原
、
上
飯
田
原
、
熊
野
後

▲『飯田村検地絵図』より「字切順番附目録」

　

那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は

「
郷
土
の
古
代
史
を
知
り
た
い
」
と

い
う
市
民
の
声
に
応
え
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
加
え
、
最
新

の
調
査
の
結
果
判
明
し
た
新
知
見
を

盛
り
込
ん
だ
『
発
掘
調
査
で
甦

よ
み
が
える
古

代
の
那
珂
市
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

写
真
や
図
版
を
多
く
掲
載
し
、
大
変

読
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆�

内
容　

先
土
器
時
代
・
縄
文
時
代
・

弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
飛
鳥
～

平
安
時
代
・
鎌
倉
～
室
町
時
代
の

遺
跡
解
説
、
下
大
賀
遺
跡
調
査
概

略
、
堀
之
内
館
跡
Ⅱ

◆
形
状　

Ａ
４
版　

79
ペ
ー
ジ

◆
価
格　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

◆�

取
扱
い　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
生

涯
学
習
課（
瓜
連
支
所
）、
中
央
公

民
館
、
市
立
図
書
館

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』

▼
新
刊
の
お
知
ら
せ

　

文
中
で
紹
介
し
た
絵
図
は
、
平
成
14

年
に
那
珂
町
教
育
委
員
会
が
発
刊
し
た

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
の
大
字
は
お
お
よ
そ
江
戸
時
代

の
村
に
当
た
り
ま
す
。
各
村
で
は
村
運

営
の
た
め
、
目
的
に
合
わ
せ
た
村
絵
図

が
作
ら
れ
ま
し
た
。市
内
に
は
こ
の「
水

鳥
」
で
紹
介
し
た
飯
田
村
絵
図
の
ほ
か

に
、
各
村
の
村
絵
図
が
現
存
し
、
庄し

ょ
う
や屋

な
ど
を
務
め
た
家
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
で
は
、

そ
れ
ら
を
地
区
ご
と
に
ま
と
め
、
掲
載

し
て
い
ま
す
。　

　

村
絵
図
か
ら
は
、
田
畑
、
水
路
や
山

な
ど
、
当
時
の
土
地
利
用
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
古
文
書
に
な
じ
み
の
な
い
か
た
も

村
絵
図
を
現
在
と
比
較
し
な
が
ら
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

那
珂
町
の
近
世
村
絵
図

◆�

内
容　

神
崎
・
額
田
・
菅
谷
・
五
台
・

戸
多
・
芳
野
・
木
崎
地
区
の
村
絵
図

◆
価
格　

１
３
０
０
円
（
税
込
）

◆
取
扱
い　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

こ
の
検
地
絵
図
を
通
し
て
飯

田
村
の
主
な
地
域
を
見
て
き
ま

し
た
。
飯
田
村
に
も
多
く
の
先

人
た
ち
の
足
跡
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
心
意
気
を
感
得
し
て
、
新

た
な
地
域
住
民
の
歴
史
を
築
き

上
げ
た
い
も
の
で
す
。

ま
と
め

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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県
で
は
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
や
ひ
と
り

親
の
か
た
、
妊
産
婦
の
か
た
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た

を
対
象
に
、
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
次
に
該
当
す
る
か
た

◆
小
児
マ
ル
福

　

出
生
日
か
ら
中
学
生
（
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の
お
子
さ
ん

◆
ひ
と
り
親
家
庭
マ
ル
福

　

配
偶
者
の
な
い
か
た
で
、
18
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
を
現
在
、
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
か
た
お
よ
び
そ
の
お
子
さ
ん

◆
妊
産
婦
マ
ル
福

　

妊
娠
の
届
出
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
出
産

を
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
の
か
た

◆
重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

○�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
３
級

の
内
部
機
能
障
が
い

○
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療
育
手
帳
Ｂ

○
障
害
年
金
１
級
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

※�

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
か
た
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
限
り
ま
す

　区
分
と
対
象
者

　

県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
場
合
は
、
健
康
保
険
証

と
併
せ
て
受
給
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の
支
払
金
額

は
マ
ル
福
の
自
己
負
担
額
の
み
と

な
り
ま
す
。

　

県
外
の
医
療
機
関
な
ど
の
場

合
は
、
健
康
保
険
証
の
み
を
提
示

し
、
健
康
保
険
の
自
己
負
担
分
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
後
日
、
領

収
書
、
印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か
る

も
の
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
通

帳
な
ど
）
を
担
当
窓
口
ま
で
ご
持

参
い
た
だ
け
れ
ば
、
マ
ル
福
の
自

己
負
担
額
を
超
え
た
差
額
の
精
算

が
で
き
ま
す
。

　使
用
方
法

　

健
康
保
険
適
用
分
の
医
療
費
の
う
ち
、
自

己
負
担
額
を
超
え
た
分
を
助
成
し
ま
す
。

※�

定
期
健
診
や
予
防
接
種
、
入
院
時
の
食
事

代
や
部
屋
代
な
ど
の
健
康
保
険
適
用
外
の

費
用
に
つ
い
て
は
助
成
の
対
象
外
で
す

　助
成
内
容

○
外
来
の
場
合

　

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
６
０
０
円

�

（
月
２
回
ま
で
）

※
３
回
目
か
ら
は
無
料

○
入
院
の
場
合

　

１
医
療
機
関
ご
と
に
１
日
３
０
０
円

�

（
限
度
額
月
３
０
０
０
円
）

※�

調
剤
薬
局
で
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

�

（
健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
は
除
く
）

※�

重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福
の
み
、
外

来
・
入
院
と
も
に
無
料

　自
己
負
担
額

医
療
福
祉
費
支
給
制
度

（
マ
ル
福
制
度
）に
つ
い
て

　手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑　

○
対
象
者
の
健
康
保
険
証　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類

　

�

助
成
対
象
者
お
よ
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
が
で
き
る
も
の

○
身
元
確
認
書
類　

・
公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
の
も
の
…
1
点

　

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

・
顔
写
真
の
つ
い
て
い
な
い
も
の
…
…�

２
点

　

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど

※�

顔
写
真
付
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
持
参
の

場
合
は
不
要

【
妊
産
婦
マ
ル
福
の
み
】

○�

母
子
健
康
手
帳
、
妊
娠
届
出
書
の
写
し

【
重
度
心
身
障
が
い
者
マ
ル
福
の
み
】

○�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害
年

金
証
書
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど

該
当
す
る
も
の
の
手
帳
ま
た
は
証
書

※�

未
申
告
の
か
た
や
、
転
入
な
ど
で
所
得
が

確
認
で
き
な
い
か
た
は
、
申
請
の
際
に
別

途
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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　父または母の所得額が左記の所得
制限額を超える場合は、受給できま
せん。また、対象者の生計維持者が
父または母以外の場合は、所得制限
額は 1,000 万円になります。

　
扶養人数と

給与所得控除後の額

うち、老人控除対象配偶者または特定扶養親族数

１人 ２人 ３人

０人 3,096 千円 ― ― ―

１人 3,476 千円 3,576 千円 ― ―

２人 3,856 千円 3,956 千円 4,056 千円 ―

３人 4,236 千円 4,336 千円 4,436 千円 4,536 千円

４人以上 扶養人数 1人追加ごとに 38万円加算

ひとり親家庭マル福の所得基準表

　対象者や配偶者、対象者の扶養義
務者の所得額が上記の所得制限額を
超える場合は、受給できません。

扶養人数 本人 配偶者・扶養義務者

０人 5,209 千円 6,367 千円

１人 5,589 千円 6,616 千円

２人 5,969 千円 6,829 千円

３人以上
扶養人数１人追加ごとに

38万円加算

扶養人数１人追加ごとに

21万 3千円加算

重度心身障がい者マル福の所得基準表

【
小
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
マ
ル
福
に
つ
い
て
】

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

【
重
度
心
身
が
い
害
者
マ
ル
福
に
つ
い
て
】

　

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　
（
内
線
１
２
６
～
１
２
８
）

【
妊
産
婦
マ
ル
福
に
つ
い
て
】

　

�

健
康
推
進
課
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
（
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
内
）

☎
２
７
０
・
８
０
７
１

問 

い
合 

わ 

せ

○妊産婦マル福……対象者と配偶者の所得額
○小児マル福………父または母の所得額
※主として対象者の生計を維持しているかたが上記以外の場合、基準額は 1,000 万円です

妊産婦・小児マル福の所得基準表（県制度基準額）

扶養人数と
給与所得控除後の額

うち、老人控除対象配偶者または扶養親族数

１人 ２人 ３人

０人 6,300 千円 ― ― ―

１人 6,680 千円 6,740 千円 ― ―

２人 7,060 千円 7,120 千円 7,180 千円 ―

３人 7,440 千円 7,500 千円 7,560 千円 7,620 千円

４人以上 扶養人数１人追加ごとに 38万円加算

　制限基準額を超過し
たかたは、市単独制度
で助成します。
　自己負担額などの助
成内容は県制度と同様
です。

※�この所得基準表は８万円の定額控除を含んでいます



　人事行政の公平性と透明性を高めるため、市では市職員の任免や給与、勤務条件などの状況を公表しています。
　今回は、平成 28年度人事行政運営などの状況のうち、主なものについて公表します。なお、詳しくは市ホームペー
ジまたは市立図書館の行政資料コーナーにおいてもご覧いただけます。

●�職員の任免および職員数に関する状況

●�職員の福祉および利益の保護の状況

総務課職員グループ
☎２９８ー１１１１（内線５１６）

問い合わせ

職種別の採用・退職者数の状況

区　分
採用者数（人） 退職者数（人）

平成 28 年４月１日 平成 28 年４月２日～
平成 29 年３月 31 日

平成 28 年４月 1 日～
平成 29 年３月 30 日 平成 29 年３月31日

行政職 22 ０ 0 18
消防職 １ ０ １ １

技能労務職 ０ ０ ０ 0
合　計 23 ０ 1 19

任命権者別職員数の状況

区　分 職員数（人）
平成 28 年４月１日 平成 29 年４月１日 対前年増減数

市長部局など 318 319 1
教育委員会 67 67 0
消防本部 98 97 ▲ 1
合　計 483 483 0

茨城県市町村共済組合
主な事業 事業内容

短期給付事業 組合員とその家族の病気・出産・災害など
に対して必要な給付を行う

長期給付事業 組合員の退職・障がい・死亡に対して年金
または一時金の給付を行う

福祉事業 健康の保持増進事業や保養施設の運営、住
宅資金の貸付などを行う

那珂市職員互助会
主な事業 事業内容
給付事業 各種見舞金、祝金、弔慰金などの給付を行う

福利厚生事業 各種球技大会、クラブ活動助成、人間ドック
受診助成などの実施

区　分 件　数
勤務条件に関する措置の要求 ０件
不利益処分に関する審査請求 ０件

※�行政職とは一般行政
職、企業職および教育
職を合わせた職員です
※�技能労務職とは、単純
な労務に雇用される職
員で、運転手、給食調
理員などをいいます

※�市長部局などには、議会事務局、農業委員会事
務局および企業職が含まれています
※平成 29 年４月１日の職員数には、平成 29 年
　４月１日付けの採用者が含まれています
※�職員数は常勤の職員で、休職者および派遣職員
を含み、県などとの人事交流による受入者、再
任用職員および臨時職員などは含みません

●�職員の給与の状況
平均給料月額および平均年齢（平成28年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 309,800 円 41.1 歳
技能労務職 248,800 円 45.4 歳

初任給の状況（平成 28年４月１日現在）
区　分 学　歴 初任給

一般行政職
大学卒 176,700 円
高校卒 144,600 円

消防職
大学卒 202,400 円
高校卒 163,200 円

技能労務職 高校卒 142,000 円

●�職員の分限処分および懲戒処分の状況
分限処分者数 4人
懲戒処分者数 0人

●�職員の服務の状況
育児休業の取得者数（新規取得者数） 女性職員　4人
育児短時間勤務の取得者数（新規取得者）男性職員　1人

●�職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（平成 28年４月１日現在）

勤務開始時間 勤務終了時間 休憩時間
午前８時 30分 午後５時 15分 正午から午後１時まで
※�特別の勤務に従事する職員の勤務時間は異なります

◆厚生福利制度

◆公平委員会からの報告事項

人事行政の運営などの状況を公表します
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那珂市消費生活センター　
☎２９８ー１１１１（内線１１８）

問い合わせは
い

「気づき」と「見守り」が高齢者の消費者トラブルを防ぎます
～９月は「高齢者向け悪質商法被害防止キャンペーン」期間です～

「気づき」と「見守り」のポイント

　トラブルや被害を防ぐためには、家族や周囲の人の協力が不可欠です。日ごろから家族やホームヘルパーなど、
周囲の人が高齢者本人の様子に変化や不審な点がないか気をつけましょう。
　家族と同居していても、日中１人で留守番をしている高齢者がトラブルや被害にあうことがあり、注意が必要です。

◆困ったことやわからないことがありましたら、消費生活センターにご相談ください◆

こんな相談が
寄せられています

健　康 お　金 孤　独

　さまざまな不安や状況に付け込んだ悪質業者が、高齢者を狙っています。
家族や地域のかたがたの発見が、被害の「未然防止」「拡大防止」につながり
ます。見知らぬ車や業者の出入りがあれば「声かけ」で見守りましょう。

□　不審な契約書、請求書などの書面や宅配の不在通知などはないか
□　不審な健康食品やカニなどの海産物はないか
□　新品の布団など、同じような商品が大量にないか
□　屋根や外壁、電話機周辺などに不審な工事の形跡がみられないか
□　コンビニなどでプリペイドカードを大量に購入した形跡はないか
□　カタログやダイレクトメールなどが大量にないか
□　複数社から配達された新聞や景品類などがないか
□　不審な事業者が出入りしている形跡はないか
□　生活費が不足するなど、お金に困っている様子はないか

「気づき」と「見守り」のためのチェックポイント

出展：2017「くらしの豆知識」（国民生活センター発行）より一部引用　消費者庁イラスト集より

事例１

事例２

　高齢の母あてにたくさんの健康食品が届いていることがわかった。
見本を送ってもらったことがきっかけとなり、電話勧誘を受け、
代引きでお金を支払ったようだ。

　介護担当者からの連絡で、認知症の父が仮想通貨を購入する
契約をしていたことがわかった。自宅を訪れた事業者にしつこく
勧誘されてその場で契約し、約30万円の現金を支払ったようだ。

広報なか 9月号9



　競技アリーナに設置されたさまざまな色や形の障害物を決められた順番通りに飛越、走行するもので、障害
物の落下や不従順などのミスなく、早くゴールすることが求められます。障害物は、競技会ごとに趣向を凝ら
して作られ配置されるので、馬がどんな形や色にも驚かず飛び越えるように調教されていなければなりません。
　障害馬術の競技スタイルは多様ですが、基本的なスタイルの競技ルールとしては、大きく分けると、障害物
の落下が減点となる「標準競技」と、落下をタイムに換算する「スピード＆ハンディネス」があります。
　標準競技では減点が少ない人馬が上位となり、最小減点が複数いる場合には、その中で最もタイムの早い人
馬が優勝するという方法と、ジャンプオフと呼ばれる優勝決定戦を行う方法があります。
　スピード＆ハンディネスでは落下による過失をタイムに換算して、実際の走行タイム（スタートラインから
ゴールラインまでにかかったタイム）に加えたタイムが早い人馬が上位となります。障害物の落下、不従順（反
抗）、反抗の継続、規定タイム・制限タイムの超過、落馬、人馬転倒、経路違反があると減点や失権※となります。

　2019 年開催の「いきいき茨城ゆめ国体」。
　市で開催される馬術競技は、人間と動物が協力して行
う唯一の種目です。今回は、障害物を飛び越えて競う、
障害飛越競技の基本的なルールを紹介します。

◆障
しょうがいひえつ

害飛越競技

いきいき茨城ゆめ国体那珂市実行委員会事務局（生涯学習課国体推進室内）（瓜連支所）
☎２９８－１１１１（内線８２８７・８２８８）

馬術競技を
紹介します！

※��失権とは、それ以降走行を続けてはいけない状況のことで、審判員がそれを告げるベルを鳴らします

問い合わせ

～馬のあれこれ～

　馬の蹄
ひづめ

には、蹄
ていてつ

鉄というもの
がついています。蹄は、人でい
うと中指のつめの部分で、蹄鉄
は、いわば靴のような役割です。
　蹄鉄は馬が運動するとすり
減ってしまうので、約１か月に
１回交換します。

　蹄鉄は馬が運動するとすり
減ってしまうので、約１か月に

いばラッキー
の

国体情報 !!

いばラッキー
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市立図書館だより

図書館カレンダー

10月
October

15 日
　午後 2時～
19 日
　午前10時30 分～
27 日
�　午後 3時～14 日　午後 1時 30 分～

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

おはなし会

映画会

休館日

【一般書�】
『弥栄の烏』� ／阿部智里　著
『AX』� ／伊坂幸太郎　著
『家族のあしあと』� ／椎名誠　著
『�悩むなら、旅に出よ。旅だから出逢
えた言葉２』� ／伊集院静　著
『ウンベルト・エーコの小説講座　
� 若き作家の告白』
　　　　　／ウンベルト・エーコ　著
� ／和田忠彦　訳

☎３５２－１１７７

◆新着本案内

　ときは戦国。九州に、謎と血にまみれた城があった
－。消えた正室の首、忽

こつ

然と現れた毒盃、天守の密室
…。鷹生氏一族の居城・紅城で起こる摩

ま

訶
か

不思議な事
件の真相解明に、眉目秀麗な鷹生氏の腹心・弓削月之
丞が挑む !　（出典：TRC�MARC）

★�『紅城奇譚　Tales�From�the�Kurenai�Castle』　
　　　　　　　　　　／鳥飼否宇　著　講談社�

【児童書�】
『空で出会ったふしぎな人たち』　
� ／高畠純　絵　／斉藤洋　作
『お船がかえる日　チョプラン漂流記』
　　　　　　　　　／小林豊　絵・文
『もうひとつのWONDER』　　　　
� ／ R.J. パラシオ　作
� ／中井はるの　訳
『妖怪美術館』　　　　／広瀬克也　作
　　　　　　　　　　　　
※�その他の新着本については、図書館
ホームページをご覧ください��
　http://www01.ufinity.jp/nakalib/

★��『見上げた空は青かった』　
　　　　　　　　　　／小手鞠るい　著　講談社
　なぜ、大人たちは戦争をするの？なぜ、テロや戦争
をなくせないの？第二次世界大戦下、隠れ家に暮らす
ユダヤ人の少女・ノエミと、学童疎開中の少年・風太。
２人の目から見た戦争を描く。（出典：TRC�MARC）

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る

疑
問
や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

Ｑ

Ａ
＆

 

Ｑ

 

Ａ
　

選
挙
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
り
捨
て
た
り
、交
通
、集
会
、演
説
の
妨
害
、

そ
の
他
不
正
の
方
法
に
よ
り
選
挙
の
自
由
を
妨
害
す
る
こ
と
は
、
公
職
選
挙

法
第
２
２
５
条
に
規
定
さ
れ
た
「
選
挙
の
自
由
妨
害
罪
」
に
該
当
し
、
違
法

行
為
に
な
り
ま
す
。　

選
挙
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、
い
た
ず
ら
す
る
こ
と
は
違

法
行
為
に
な
る
の
？

 

Ｑ

 

Ａ
承
諾
し
て
い
な
い
の
に
自
宅
の
塀
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
ら
れ
た
の
で
す

が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
そ
の
建
物
な
ど
の
管
理
者
（
居
住
者
な
ど
）
か
ら
掲
示
の
承

諾
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
掲
示
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

管
理
者
の
承
諾
を
得
ず
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
場
合
は
、
ご
家
族
の

ど
な
た
も
承
諾
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
管
理
者
の
手
で
は
が
し

て
構
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
は
が
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
所
有

権
の
関
係
か
ら
も
、
そ
の
候
補
者
の
事

務
所
な
ど
に
連
絡
し
、
引
き
取
り
に
来

た
場
合
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

※図書特別整理期間のため、９月 25日（月）～ 10月６日（金）は休館
※�休館中の本の返却は、ブックポストへお願いします。ただし、ＣＤ・
ＤＶＤは破損の恐れがあるため、開館後にカウンターでご返却ください
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北から来ました北嶋の　

「なかなかいい」那珂暮らし⑤

　７月 22日、記録的な大雨が秋田を襲いました。横手
市では１日で 300㎜以上の雨量を観測し、例年の７月
の月降水量のおよそ 1.5 倍以上となった地点もあったほ
どです。秋田県全体では 2,000 棟以上の住宅が被害を
受けましたが、奇跡的に人的被害はありませんでした。
　その日私は「よこての全国線香花火大会」に友好都市
として那珂市のブースが出展するのを手伝うため、横手
に帰省していました。午前中から低く重い雲が立ち込め
ており、午後になると周囲の声をかき消すほどの土砂降
りに。その後も雨は一向に止む気配を見せず、結果的に
「雪さえ降らなければ、災害もなく良いところなんだけ
ど」とよく言っていた私たちにとって、初めて経験する
大規模な水害となってしまいました。
　横手への思いを残しつつ、那珂市へいったん戻ってき
たものの「何か地元の役に立つことはないだろうか・・・」
と悶

もん も ん

々としていたところ、横手市でボランティアを募集
するとの情報を得て、再び秋田県へと引き返すことにし
ました。水害は泥の災害とも呼ばれ、一番厄介なのが水
と一緒に流れ込んでくる泥（ヘドロ）の処理です。実際、

側溝の泥かきを行ったのですが、大量の水を含み重量
の増したヘドロには悪戦苦闘させられました。災害復
興ではマンパワーの不足が常々課題として挙げられま
すが、この現場においてもまだまだ人手が足りていな
いという現状でした。
　一方で、那珂市の皆さんからは我がことのように心
配していただき、市と市の交流から始まった友好都市
という関係が、今や人と人との心の交流へ深化してい

▲側溝の泥かき

　　　　　　健康推進課健康増進グループ
　　　　　　（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
　　　　　　☎２７０－８０７１

みんなの健康

歯
周
病
が
女
性
に
多
い
訳
!

問い合わせ

　

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
長
寿

国
で
あ
り
、

（公財）
生
命
保
険
文
化
セ

ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
平
均
寿

命
は
男
性
が
80
・
79
歳
、
女
性
が

87
・
05
歳
と
い
う
デ
ー
タ
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
般
的
に
女
性
の
ほ

う
が
失
う
歯
の
数
が
多
く
、
時
期

も
早
い
よ
う
で
、
統
計
学
的
に
、

歯
の
平
均
寿
命
は
男
性
よ
り
も
３

～
４
年
短
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
女
性
の
ほ
う
が
長
生
き

し
て
早
く
歯
を
失
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
入
れ
歯
の
生
活
が
よ

り
長
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

科
学
的
根
拠
の
な
い
時
代
に
は

「
女
性
は
男
性
よ
り
甘
い
も
の
が

好
き
な
の
で
歯
を
失
う
時
期
が
早

い
」「
男
性
よ
り
も
体
格
が
劣
る
の

で
骨
に
埋
ま
っ
て
い
る
根（
歯
根
）

が
抜
け
や
す
い
」と
単
純
に
考
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
研
究
が
進
み
、
女
性
の
身
体

の
仕
組
み
と
大
き
な
関
係
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

女
性
は
子
を
出
産
し
た
り
、
出

産
で
き
る
体
制
期
間
が
長
い
た

め
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
常

に
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
歯
周
病
の
か
か
り
や
す

ることを実感しまし
た。
　まちが完全に復旧
するまでには、多く
の時間を要するで
しょう。しかし、着
実にその歩みは進ん
でいます。

さ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
思
春
期
に
月
経
が
始
ま

る
と
月
経
前
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
「
プ

ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
」
の
増
加
に
よ
り
歯

肉
の
血
液
循
環
が
良
く
な
り
、
は
れ

た
り
、
出
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
時
期
に
多
量
に
増
加
す

る
女
性
ホ
ル
モ
ン「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」

の
影
響
で
、
通
常
で
は
無
害
な
常
在

菌
が
異
常
繁
殖
し
、
歯
肉
に
炎
症
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
更

年
期
で
は
、
閉
経
の
前
後
か
ら
始
ま

る
女
性
特
有
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
不

安
定
な
時
期
は
、
歯
周
病
が
悪
化
し

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
女
性
特
有
の
体
質

だ
か
ら
と
い
っ
て
あ
き
ら
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
か
か
り

つ
け
歯
科
医
院
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

継
続
し
て
受
け
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
で
プ

ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
歯
周

病
の
悪
化
し
や
す
い
時
期
に
無
用
な

ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
な
い
で
済
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

常
日
ご
ろ
か
ら
健
康
な
歯
肉
を
維

持
す
る
こ
と
で
、
一
生
自
分
の
歯
で

食
べ
ら
れ
る
何
物
に
も
変
え
ら
れ
な

い
健
康
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

～歯のお話～

瓜
連
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

寺
門　

正
徳　

先
生

12



　皆さんこんにちは。那珂市と友好都市の横手市とで実
施されている人事交流により、４月から横手市役所へ派
遣されている三次紀之です。
　早いもので横手市に来て 5か月が経ちました。勝手
なイメージでこちらの夏は涼しいものだと思っていまし
たが、高温多湿で茨城県とはまた違ったジメジメとした
暑さを感じています。
　そんな横手市では夏のイベントが目白押しです。先日
「おもしぇす」というジャマイカンミュージックのイベ
ントに出かけてきました。ジャマイカンミュージックと

はスカ・レゲエのことで、
秋田県では日本を代表す
るようなバンドが日々活
動しているそうです。会
場となった雄物川中央公
園には、地元や東北、そ
して東京からアーティス
トが集まり、ライブが始
まると観客たちは音楽に

合わせ自然と踊りだしていました。まるで本場ジャマ
イカのような空気感が再現されており、飲み食いしな
がら、ゆったりとした空間で音楽を楽しめるすばらし
いイベントでした。那珂市にもこんな音楽イベントが
あったらいいなとうらやましく思います。そのほかに
も、横手やきそば四天王決定戦や、たらいこぎ選手権
など市内の各地で特色あるイベントが行われます。で
きるだけ多くのイベントに足を運び、横手市の魅力を
那珂市の皆さんにお伝えできればと思います。　

～横手だより～
秋田県横手市からお届けします

　また、横手市では
7 月 22 ～ 23 日の記
録的大雨により、雄物
川が氾

はんらん

濫し、土砂崩れ
や床上・床下浸水など
の被害が 200 件以上
発生しました。私の住
んでいるアパートの前

▲�「おもしぇす」で演奏する
　アーティスト

▲�大雨被害の様子

でも、道路が冠水し一時通行止めになるほどでした。
その後は、被害の大きかった地域で水につかった家財
の搬出、家屋の清掃を行ってきましたが、土砂や草木
が家屋の敷地内に流れ込んでいる現状を目のあたりに
し、改めて自然災害の恐ろしさ実感しました。横手市
の職員、そして友好都市那珂市の職員として、復旧に
向けて力になっていきたいと思います。

消防本部 NEWS
消防本部　☎２９５－２１１１

■救急車の適正利用にご協力ください
　緊急性がないのに、救急車を利用するかたが増えています。このままでは、
本当に必要なかたを待たせてしまいます。
　皆さん自身の安心のために、救急車の適正な利用をお願いします。

こんな症状がみられたら、ためらわずに 119 番に連絡してください！重大な病気やけがの可能性があります。

◆ためらわず救急車を呼んでほしい症状◆

大人 小児（15 歳未満）

出典：消防庁ホームページ　http://www.fdma.go.jp

広報なか 9月号13



【�日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○�校庭・園庭などの屋外での活動後は、手や顔を洗い、うがいをする。
○�土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合は、うがいをする。
○�登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。
○�土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

担当課および測定場所 測定値 測定日

学校教育課

横堀小学校 0.058 ８月２日
額田小学校 0.047 ８月１日
菅谷小学校 0.058 ８月２日
菅谷東小学校 0.068 ８月８日
菅谷西小学校 0.066 ８月２日
五台小学校 0.052 ８月２日
芳野小学校 0.060 ８月２日
木崎小学校 0.044 ８月１日
瓜連小学校 0.077 ８月４日
横堀幼稚園 0.062 ８月１日
菅谷幼稚園 0.054 ８月３日
菅谷西幼稚園 0.086 ８月４日
五台幼稚園 0.067 ８月４日
芳野幼稚園 0.065 ８月３日
那珂第一中学校 0.064 ８月２日
那珂第二中学校 0.055 ８月４日
那珂第三中学校 0.037 ８月１日
那珂第四中学校 0.038 ８月４日
瓜連中学校 0.076 ８月４日
茨城学園 0.045 ８月１日
ナザレ幼稚園 0.046 ８月３日
さいせい幼稚園 0.065 ８月３日
大成学園幼稚園 0.065 ８月２日
旧本米崎小学校 0.083 ８月７日

担当課および測定場所 測定値 測定日
健康推進課 保健センター（ひだまり） 0.074 ８月10日

生涯学習課

中央公民館 0.069 ８月３日
図書館 0.079 ８月２日
那珂総合公園 0.072 ８月２日
歴史民俗資料館 0.083 ８月２日
ふれあいの杜公園 0.049 ８月２日

市民協働課

ふれあいセンターよこぼり 0.080 ８月10日
ふれあいセンターごだい 0.080 ８月７日
ふれあいセンターよしの 0.085 ８月９日
総合センターらぽーる 0.091 ８月９日
戸多地区交流センター 0.055 ８月８日

那珂聖苑 那珂聖苑 0.089 ８月１日

都市計画課
中谷原公園 0.061 ８月２日
宮の池公園 0.065 ８月２日

商工観光課
一の関ため池親水公園 0.052 ８月18日
静峰ふるさと公園 0.062 ８月18日

○小中学校、幼稚園

○保育所、保育園など

○公共施設

問那珂市役所� ☎ 298 － 1111　
学校教育課� � 内線 8274��
健康推進課� � 内線 531
生涯学習課� � 内線 8282
市民協働課� � 内線 263
都市計画課� � 内線 355
商工観光課� � 内線 243
こども課� � 内線 252
水道課� � 内線 8365　
那珂聖苑� ☎ 352 － 0073
学校給食センター� ☎ 298 － 1102

那珂市内の放射線量の測定状況をお知らせします
　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホー
ムページにも掲載しています。

担当課および測定場所 測定値 測定日

こども課

菅谷保育所 0.067 ８月４日
瓜連保育園 0.064 ８月１日
ゆたか保育園 0.078 ８月２日
かしま台保育園 0.070 ８月３日
ごだい保育園 0.079 ８月８日
大成学園額田保育園 0.037 ８月３日
地域子育て支援センター 0.064 ８月９日

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。
○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から50㎝の高さでの測定値で、��公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。
○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

　学校給食センター（那珂・瓜連）で調理されている給食食材は、毎日放射
性物質の測定を行い、基準値を超えていない食材のみを使用しています。

◆学校給食食材の放射性物質測定検査について

　７月 15日から８月 14日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の
放射性物質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページでご覧ください。

●水道水の環境放射能水準調査結果
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商工観光課商工観光グループ　☎２９８－１１１１（内線２４４）問い合わせ

ゆるキャラ®グランプリ 2017 にアクセス
　http://www.yurugp.jp/
　　↓
「投票はこちら」をクリック
　　↓
「茨城県」を選択し「No.1140�ひまわり大使ナカ
マロちゃん」のページで「投票する」をクリック
して完了です！
※�パソコン、タブレット、スマートフォンからの
投票には、　初回のみＩＤ登録が必要となります

投票方法

投票期限

（金）日月11 10

　スマートフォン向け無料コミュニケーションア
プリ「LINE（ライン）」で使用できる「ひまわり大
使ナカマロちゃん」スタンプを発売中！かわいい
ナカマロちゃんがいっぱいつまった全４０種類の
スタンプです。

○価格　１２０円（LINE 上の通貨で 50コイン）

購入方法など詳しくは、那珂市商工会ホームペー
ジをご覧ください。
http://www.nakashishokokai.com/?p=3812

※�ダウンロードの際のパケット通信料はお客さま
のご負担となりますのでご了承ください

ＬＩＮＥスタンプを使って
“ もっと ” ナカマロちゃんをＰＲ

名　前 ひまわり大使ナカマロちゃん

性　別 男の子

誕生日 ひみつ

性　格
明るく元気だけど、
ちょっとさびしがり屋なところも・・・

特　技 みんなを元気にすること

こちらのＱＲコードで直接
ナカマロちゃんのページに
飛びます。

午後６時

ナカマロちゃんに　票を

毎日

　今年も、８月から「ゆるキャラ®グランプリ」
の投票が始まり、ひまわり大使ナカマロちゃん
もエントリーしています。
　2016 年は、1421 体のゆるキャラ中 932 位
と大変苦しい結果でしたが、ナカマロちゃんを
もっと多くのかたに知ってもらいたい、好きに
なってもらいたい、そんな思いで上位を目指し
て頑張ります！
　投票は１日 1回できます。朝起きたときに、
ちょっとひと息ついた時間に、夜寝る前に・・・、
皆さんの生活の中に、ナカマロちゃんに
１日１票を取り入れていただけたらうれしい
です。皆さんのご協力をお願いします。

広報なか 9月号15



まちの話題

横
堀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
２
０
１
７

　

８
月
5
～
６
日
、
横
堀
小
学
校

で
、
横
堀
小
学
区
子
ど
も
会
育
成

会
主
催
の
「
横
堀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

２
０
１
７
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
子
ど
も
た
ち

の
企
画
、
運
営
で
実
施
さ
れ
、
総

勢
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
店
、
ス
イ
カ
割
り
、
花
火
、

横
堀
小
学
校
教
諭
の
安
齋
寛
先
生

に
よ
る
星
空
観
察
会
、
そ
の
後
学

校
に
宿
泊
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

は
、
い
つ
ま
で
も
横
堀
小
学
校
の

夜
空
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
体
験

　

８
月
2
日
、
東
消
防
署
で
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
体
験
学
習
が
行
わ

れ
、
市
内
の
小
学
生
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

身
近
な
消
防
施
設
を
学
ぶ
時

間
な
ど
が
あ
っ
た
中
で
、
１
番
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は
、
本

物
の
防
火
服
に
着
替
え
て
の
消
火

（
放
水
）
体
験
。
ホ
ー
ス
を
手
に
し

た
子
ど
も
た
ち
は
皆
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
応
急
手
当
体

験
で
は
、
苦
戦
し
て
い
た
児
童
が

多
か
っ
た
も
の
の
、
次
第
に
慣
れ

「
ほ
か
の
や
り
方
も
教
え
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

沖
縄
戦
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示

　

幅
広
い
年
代
の
か
た
が
た
に
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

７
月
29
日
～
８
月
27
日
、
市
立
図

書
館
お
よ
び
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
「
沖
縄
戦
写
真
パ
ネ
ル

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
か
た
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
ま
た
会
場
内
に
設
置

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
箱
に
は
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　

7
月
29
日
、
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー

ム
芳
野
主
催
で
「
那
珂
彩
菜
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
那
珂
市

産
の
夏
野
菜
と
、
近
年
、
市
で
商

品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
食
材

「
米
ゲ
ル
」
を
使
っ
た
、
ピ
ザ
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
ム
ー
ス
の
4
品
。

　

普
段
は
、
あ
ま
り
家
で
料
理
の

手
伝
い
を
し
て
い
な
い
と
い
う
お

子
さ
ん
も
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

や
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
一
生
懸

命
に
調
理
し
、
旬
の
野
菜
の
お
い

し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
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まちの話題まちの話題

　

７
月
28
～
31
日
、
リ
ト
ル
リ
ー

グ
の
全
国
大
会
が
宮
城
県
石
巻
市

で
開
催
さ
れ
、東
関
東
連
盟（
千
葉
・

茨
城
）
代
表
と
し
て
、
那
珂
市
の

榊
原
和
宜
さ
ん
（
額
田
小
５
年
：

写
真
１
列
目
右
か
ら
４
番
目
）、
後

藤
優
奈
さ
ん
（
五
台
小
４
年
：
写

真
１
列
目
左
か
ら
２
番
目
）
の
２

人
が
所
属
す
る
常
陸
太
田
リ
ト
ル

リ
ー
グ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
初
戦
を
快
勝
し
、

準
々
決
勝
で
は
粘
り
の
勝
利
。
準

決
勝
で
は
敗
れ
た
も
の
の
、
見
事

ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
ま
し
た
。

リ
ト
ル
リ
ー
グ
で
全
国
３
位

う
ま
く
鳴
る
か
な
？　

8
月
9
日
、中
央
公
民
館
で「
な

か
っ
こ
・
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ　

第
2

回
教
室
（
科
学
教
室
）」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
の
小
学
3
～
4
年
生

28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
「
か
が
く
の
た
ま
ご
・

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
を
迎

え
、
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
と
て
も

細
か
い
作
業
で
し
た
が
、
先
に
で

き
た
子
ど
も
が
周
り
の
友
だ
ち
に

教
え
て
あ
げ
て
い
る
様
子
も
あ

り
、早
く
も
「
か
が
く
の
た
ま
ご
」

ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
18
～
19
日
、
ふ
る
さ
と
教

室
に
参
加
し
て
い
る
小
学
４
～
６

年
生
の
児
童
が
中
央
公
民
館
で
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
宿
泊
な

ど
、
非
常
時
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
避
難
訓
練
や
消
防
署

員
の
指
導
に
よ
る
消
防
訓
練
、
非

常
時
の
食
事
体
験
と
し
て
非
常
食

の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
夜
に
は
停
電
体
験
や
子
ど
も

た
ち
の
手
で
作
っ
た
段
ボ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
災
害
時
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
に
泊
ま
っ
て
非
常
時
体
験

プ
リ
ン
ト

三
輪
車
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

８
月
23
日
、
那
珂
市
建
設
業
協

同
組
合
よ
り
、
菅
谷
保
育
所
に
三

輪
車
８
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
谷
保
育
所
を
訪
れ
た
浅
川
清

司
理
事
長
は
「
三
輪
車
に
乗
っ
て

交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
り
、
体
力

を
つ
け
て
ほ
し
い
。
保
育
所
に
行

く
こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

三
輪
車
を
受
け
取
っ
た
園
児
た

ち
は
「
三
輪
車
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ん
な
で

仲
良
く
使
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
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★事件・事故の発生状況★
（平成 29 年７月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故	 151 件
　負傷者	 193 人
　死者	 3 人
※	暗くなる前から反射材を身に付
けましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数	 276 件
　　うち　住宅侵入窃盗	 16 件
　　　　　自動車盗	 37 件
　　　　　車上ねらい	 25 件
※	防犯は		鍵かけ		声かけ		心がけ
問い合わせ／那珂警察署
☎ 352 － 0110

★火災・救急の状況★  

○火災件数
	 ３件	 （本年累計 17件）
○救急出場件数
	 230 件	（本年累計 1,310 件）
※	救急出場件数が増加していま
す。真に緊急を要するかたのた
めに、救急車の適正利用をお願
いします

問い合わせ／消防本部 
☎ 295 － 2111

Information

人の動き
那珂市の人口（８月１日現在）

	※（	）内は前月比
　男	 27,132 人	 	 （－					5）
　女	 28,112 人	 	 （＋					5）
　計	 55,244 人	 	 （ 					0）
世帯数	 22,452 世帯	 	 （＋			26）

○出生	 31 人
○死亡	 53 人

（7月１日～ 31日）

国保ミニ情報
○那珂市国保の加入者数 13,876 人
　（平成 29年７月末現在・
	 前月比 89人減）
○那珂市国保が医療費の一部として
　支払った金額	 ３億 2,869 万円
　（平成 29年７月・
	 前月比 188 万円減）
※	皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

★ 今月の納税★

○国民健康保険税（普通徴収） ３期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　　　　　　　　　　　　　　３期

納期限：10 月２日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な口座
振替制度がありますので、どうぞご利
用ください。
　詳細については、下記までお問い合
わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
☎ 298 － 1111　内線 173・174

（平成 29 年７月 31 日現在）

「那珂市と株式会社茨城ロボッツ・
スポーツエンターテインメントに
おけるマザータウン協定」を締結

　8月 19 日、那珂総合公園で㈱茨
城ロボッツ・スポーツエンターテイ
ンメントとの間で「スポーツエン
ターテインメントにおけるマザータ
ウン協定」を締結しました。
　本協定は、プロバスケットボール
チーム「サイバーダイン茨城ロボッ
ツ」のマザータウンとなることを定
めた協定で、市が要請するイベント
に優先的に選手やチアリーダーを無
償で派遣し、まちづくりを支援した
り、子どもたちの健全育成への取り
組みを共に進めたりするものです。

【お詫びと訂正】
　広報なか８月号 17 ページ「ま
ちの話題」中「ワールドカップを
目指して」の本文中に誤りがあり
ました。お詫びして次のとおり訂
正します。

（誤）菅野侑朗さん
（正）菅野侑多朗さん

「那珂ふるさと大使」に委嘱

中﨑  章夫さん
　（千葉県在住）

保険ジャーナリスト、
週刊メールマガジンinswatch編集人、
㈲ナカザキ・アンド・カンパニー取締役

　９月１日付けで中﨑章夫さんを那
珂ふるさと大使に委嘱しました。
　中﨑さんは旧那珂町鹿島出身で、
現在は保険ジャーナリストとして、
全国各地で損害保険業界や保険代理
店業界を対象とした取材、講演をさ
れています。
　また、月に１度は那珂市に帰り
「いぃ那珂暮らし」を楽しまれてい
ます。中﨑さんには、全国各地にお
いて、広く那珂市をＰＲしていただ
けるものと期待しています。
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那
珂
市
民
憲
章

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

InformationInformation
●市の暮らし情報

●市役所の電話番号
　☎ 298 － 1111（代表）

●ホームページ URL（携帯可）
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　hisho-k@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
　�市では「広報なか」のほかに「おし

らせ版」( 月２回 )を発行しています。
このコーナーではその一部を掲載して
いますが「おしらせ版」も併せてご覧
ください。

� １日��河野胃腸科外科� （竹ノ内）
	 	 ☎ 295 － 5386
�８日�たに内科クリニック� （古徳）
� � ☎ 229 － 0721
�９日�那珂クリニック� （中台）
� � ☎ 295 ー 9800
15 日�西山堂慶和病院� （鴻巣）
� � ☎ 295 ー 5121
22 日�小宅内科医院� （菅谷）
� � ☎ 298 ー 0050
29 日�岡田クリニック� （後台）
� � ☎ 270 － 8188��
■診療時間／午前９時～11時 30分
※�受診の際、必ず当該医療機関へ電話で
お問い合わせください
※�診療時間外は「茨城県救急医療情報コ
ントロールセンター（☎ 241－ 4199）、
または「那珂市消防本部」（☎ 295－
2111）へお問い合わせください
※ �119 番は消防本部でなく「いばらき消防
指令センター」につながります。119番は
「緊急事態」のための電話です。安易な利
用は避け、適正利用にご協力ください

  10月の休日当番医

法律相談

日時／ 10月�10 日（火）
�　　　午後 1時～ 5時
場所／市役所（本庁）１階相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／�電話または窓口で事前に

予約してください。
費用／無料（相談時間１回 20分）
その他／�同じ事案について再度の相

談はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
☎ 298 － 1111　内線 117

可燃ごみの出し方について

　家庭から出される燃えるごみは、
美観・清潔の維持および迅速な収集
を行うために、１度に出せるごみを
少量に限らせていただいています。
※�ごみ出しのルールが守られていな
いごみは収集できません
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／�氏名の記入をお願

いします。
問い合わせ／環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

井戸水を飲用する皆さんへ

　井戸水や湧
わき

水は、私たちの生活に
欠かせないものであり、飲用井戸の
衛生確保は、設置者自らに実施して
いただいています。
○�井戸やその周辺は、みだりに人や
動物が入らないようにし、周囲の
清潔保持に努めましょう。
○�いつも水の色、濁りや味、におい
などに注意しましょう。
○�定期的（年１回以上）に水質検査
を受けましょう。
※�水質検査は、環境課で預かり、検
査機関に対して依頼しています。
また、厚生労働大臣および茨城県
知事の登録を受けた検査機関でも
受けることができます（いずれも
有料）
問い合わせ／環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

有害ごみの出し方について

　有害ごみの電池・電球・体温計（水
銀入り）については、それぞれ回収業
者が異なるため、別々に袋詰めして排
出してください。
�問い合わせ／環境課環境グループ
☎ 298 － 1111　内線 447 ～ 449

「災害時等における業務の継続
性を確保するための相互支援に
関する協定」を締結

　7 月 28 日、県市町村会館で、
那珂市、常陸大宮市、かすみがう
ら市、大子町および五霞町の３市
２町において、共通のクラウドシ
ステムを利用して基幹業務を行っ
ているメリットを生かし、災害時
に住民サービスが滞りなく提供で
きるよう「相互支援協定」を締結
しました。全国においても自治体
クラウドの先進的な取り組みの１
つとなっています。
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ガレット・アボカド
チキンのせ

ヘルスメイトさんが作る健康料理��144

■�コメント
　そば粉を使ったアレンジメニュー
です。そば粉は若さを保つ効果があ
るルチンが含まれています。

那珂市食生活改善推進員
協議会

成人食部会の皆さん

Cook

①�そば粉、薄力粉、塩をふるいにかけ、ボールに入れ、中心にくぼみを作
り卵を加えて混ぜる。その後、水を加えて空気を入れるように泡だて器
でよく混ぜてから 30分程度生地を休ませる。
②�フライパンを温めてサラダ油を薄くひき、①の生地をお玉ですくってフ
ライパンに流す。フライパンを動かしながら薄く広げ、表面が乾いてき
たら卵を落としてフライパンにふたをし、蒸し焼きにする。卵の白身が
固まったらガレットの四隅を内側に折り曲げる。同じように残りも焼く。
③�たまねぎはみじん切りにし、パプリカは５㎜角に切る。アボカドは種を
取ってレモン汁をかけておき、とり胸肉は塩・こしょうをふってオリー
ブオイルを塗り、グリルで焼いた後に細切りにする。
④�ボールに③と、マヨネーズ、粒マスタード、塩こしょうをいれ、アボカ
ドをつぶしながらあえる。
⑤皿に焼きあがった②④をのせ、カールレタスとプチトマトを飾りつける。

■作り方

■材料（直径 21㎝のフライパンで８枚分）
生地
　そば粉･････ 60g
　薄力粉･････ 40g
　塩･････････少々
　卵･････････１個
　水･･･････200ml

アボカドチキン
とり胸肉･･･････ 200g
塩・こしょう････少々
オリーブオイル･･適量
たまねぎ････････ 50g
パプリカ････１／４個

アボカド･･･････ 150g
レモン汁････大さじ１
マヨネーズ･･････ 30g
粒マスタード････ 10g

プチトマト･････････････････････････････ ８個
カールレタス･･･････････････････････････ ４枚

■１人分（４３２kcal ／塩分１．６g）

卵･･･････ 1 個／枚
サラダ油･････適量

　

こ
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
情
報
や
津
波
警
報
な
ど
、
対
処
に
時

間
的
余
裕
の
な
い
事
態
に
関
す
る
情
報

を
国
か
ら
送
信
し
、
地
方
公
共
団
体
職

員
の
手
を
介
せ
ず
市
町
村
防
災
行
政
無

線
な
ど
を
自
動
起
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
国
か
ら
住
民
に
緊
急
情
報
を
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
配
信
す
る
25
情
報
の

う
ち
、
11
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
市
町
村
防
災
行
政
無
線
な
ど
を

自
動
起
動
さ
せ
る
設
定
に
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

11
情
報
の
種
別
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

情
報
、
航
空
攻
撃
情
報
、
ゲ
リ
ラ
・
特

殊
部
隊
攻
撃
情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情

報
、
そ
の
他
の
国
民
保
護
情
報
、
緊
急

地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
、

噴
火
警
報
（
居
住
地
域
）、
噴
火
速
報
、

気
象
な
ど
の
特
別
警
報
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
異
常
気
象
や
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
常
軌
を
逸
し
た
隣
国
が
挑
発

行
為
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。

　

非
常
事
態
に
備
え
、
日
ご
ろ
よ
り
戸

別
受
信
機
の
点
検
を
怠
ら
ず
、
情
報
に

耳
を
傾
け
、
自
ら
の
身
を
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

那
珂
市
長　
　

海
野　

徹

　

先
月
29
日
午
前
６
時
２
分
に
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

が
作
動
し
ま
し
た
。
那
珂
市
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
こ
と
で
、
動
転
さ
れ
た
か

た
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

内
容
は
、
北
朝
鮮
が
５
時
58
分
に
弾

道
ミ
サ
イ
ル
を
北
海
道
方
面
に
向
け
て

発
射
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ミ
サ
イ
ル
は
、
６
時
７
分
に
北
海
道

上
空
を
通
過
し
、
襟
裳
岬
東
方
の
太
平

洋
上
に
落
下
し
た
と
確
認
さ
れ
、
そ
の

後
６
時
14
分
に
２
回
目
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

で
そ
の
旨
、
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
課
で
は
１
回
目
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

放
送
後
お
お
む
ね
20
分
以
内
に
参
集
で

き
、
消
防
本
部
と
連
携
し
、
巡
回
と
被

害
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
時
に
は
防
災
行
政
無
線
で
、
落
下

地
点
の
報
告
を
行
い
、
７
時
15
分
に
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
同
様
の
配
信
を
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
に
お
い
て
は
管
理
施
設
・
設

備
な
ど
へ
の
被
害
は
な
く
、
安あ

ん
ど堵
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

市
長
コ

ラ
ム
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た
四季

の

う

【短　歌】那珂短歌会 片岡明選

胸
を
張
る
武
者
人
形
と
稀
勢
の
里	

桜
井

　筑
蛙

息
を
つ
め
お
は
ぐ
ろ
と
ん
ぼ
を
見
て
を
り
ぬ	

浅
野

　と
し
子

母
の
笑
み
そ
こ
に
あ
る
よ
な
文
字
摺
草	

松
井

　節
子

夕
焼
の
と
ろ
り
と
続
く
暑
さ
か
な	

高
畠

　久
美
子

受
胎
告
ぐ
ス
イ
カ
の
雌
し
べ
ふ
く
ら
み
て	

小
澤

　佐
代

友
笑
顔
那
珂
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
花
に
添
ひ	

海
野

　美
恵
子

露
座
仏
の
天
蓋
の
ご
と
凌
霄
花	

雨
宮

　文
枝

戦
時
中
思
い
て
手
に
す
熟
れ
ト
マ
ト	

高
野

　祝
子

前
向
き
に
齢
重
ね
む
雲
の
峰	

宇
佐
美

　和
子

簑
笠
の
消
え
し
田
植
え
や
機
械
音	

大

森

　
満

怖
い
ほ
ど
群
れ
鳴
く
鴉
炎
天
下	

飯
島

　京
子

空
梅
雨
の
明
け
て
耳
打
つ
雨
の
音	

藤
岡

　み
ち
子

万
緑
の
山
並
み
迫
る
佐
久
の
朝	

筒
井

　か
よ
子

【俳　句】那珂あせび句会

名
月
を
語
る
友
な
く
独
り
居
の
庭
の
千
草
に
チ
チ
ロ
虫
鳴
く	

小

宅

　
進

オ
カ
リ
ナ
の
七
夕
会
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
た
な
ば
た
さ
ま
」
を
み
ん
な
で
歌
う	

塙

　
紀

子

下
腹
を
ゆ
る
が
す
よ
う
に
爆
音
を
残
し
飛
び
た
り
フ
ァ
ン
ト
ム
三
機	

池
田

　美
代
子

朝
顔
の
ラ
ッ
パ
の
音
色
の
青
々
と
響
き
て
子
ら
の
夏
休
み
く
る	

加

藤

　
要

新
盆
に
訪
ね
し
友
の
庭
先
に
山
百
合
白
し
去こ

ぞ年
と
変
わ
ら
ず	

小
野
瀬

　
壽

岩
山
に
氷
河
を
抱
く
ロ
ッ
キ
ー
の
山
並
み
美は

し
き
朝
日
を
受
け
て	

小
坂

　け
い
子

霧
深
き
青
田
を
揺
ら
す
風
あ
り
て
番
の
蝶
の
水
辺
に
遊
ぶ	

大

森

　
満

猫
じ
ゃ
ら
し
に
雀
幾
度
も
飛
び
つ
い
て
止
ま
ら
ぬ
揺
れ
を
可
笑
し
み
て
見
る	

川
上

　恵
美
子

揚
羽
蝶
そ
ろ
り
と
部
屋
に
入
り
き
て
ソ
フ
ァ
ー
に
止
ま
り
し
ば
し
動
か
ず	

大
森

　
勝
代

太
々
と
「
健
康
」「
元
気
」
と
書
か
れ
た
る
短
冊
揺
れ
る
デ
イ
ケ
ア
ホ
ー
ル	

塙

　
紀

子

梵
鐘
に
止
ま
り
て
鳴
け
る
蜩
の
朝
夕
な
に
命
惜
し
み
て	

小

宅

　
進

人
生
の
蹉さ
て
つ跌

の
よ
う
な
橋
の
あ
り
見
返
り
橋
に
思
い
切
り
橋	

小
野
瀬

　
壽

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた

かたの氏名などを掲載していますが、

不正使用や目的外使用防止の観点から、

ホームページ上での掲載はいたしません

のでご了承ください。
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ガレット・アボカドチキンのせ

※

レ
シ
ピ
は
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載

表
紙
の
裏

側

さ
や
さ
　や

　　

ささささささささささささささささささささささ
ややや
わわ
ややや
わ
ややや
わ

　
か は

じ
め
て
の
た
ん
じ
よ
う
び
ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ややややややややややややややややややややややや
わ
ややや
わ
ややや
かかかかか
やかややややややややかやややややややかかかかかかやかやかやかや
ささささ
んん
さ
ん

144

平
塚　

悠
太
さ
ん
（
22
歳
）

菅
谷　

生まれ

生まれ

生まれ

7/25

優しい子に育ってください

生まれ

生まれ

生まれ

7/25

姉弟仲良く育ってね

[12 か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。]

　7月29日、ふれあいファーム芳野主催で「那珂
彩菜ファミリークッキング講座」が開催されました。
　普段はあまり家で料理の手伝いをしていない
というお子さんも、お父さんお母さんや先生に
教わりながら一生懸命に調理していました。
　参加したお父さんお母さんからは「普段ここ
までゆっくりと親子の時間をとることができな
いので、良い機会でした」という声もあり、貴
重な時間になったようです。

印刷／株式会社あけぼの印刷社

生まれ

生まれ

生まれ

7/11

これからもニコニコ
かわいく育ってね

　

私
は
、
今
年
の
春
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
勤

務
し
て
お
り
、
保
線
と
い
わ
れ
る
線
路
の
施

工
管
理
を
行
う
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
土
木
工
学
に
つ
い
て
勉
強
し
、

土
木
イ
ン
フ
ラ
を
通
し
て
多
く
の
人
々
の
役

に
立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
保
線
は
運
転
手
や
駅
員
と
は

異
な
り
、
裏
方
で
の
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
夜
間
作
業
や
重
い
道
具
を
使
う
作
業

も
あ
り
、
タ
フ
な
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
が
、

鉄
道
の
安
全
を
支
え
る
大
切
な
仕
事
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
高
校
か
ら
大
学
ま
で
陸
上
競
技
部

に
所
属
し
、
長
距
離
を
専
門
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
、
毎
年
12
月
に
行

わ
れ
る
県
民
駅
伝
に
那
珂
市
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
現
在
４
か
月
間
の
社
員
研
修

を
終
え
た
ば
か
り
で
、
業
務
を
覚
え
る
こ
と

で
精
一
杯
の
状
態
で
す
が
、
仕
事
に
慣
れ
余

裕
が
で
き
た
ら
、
会
社
の
陸
上
部
に
入
部
し
、

陸
上
競
技
を
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
友
人
と
市
民
駅
伝
大
会
に
参

加
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
大
会
を
少
し

で
も
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
仕
事
に

関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
公
私
と

も
に
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

裏
方
か
ら
鉄
道
の
安
全
を
支
え
た
い


